
本会における東日本大震災災害支援活動の概要 

支援期間：3月 17日～10月 28日（延べ 211日間） 

派遣者数：159名 延べ 1,082名 

月 日 本部の動き・支援活動 

3月 11日 東日本大震災発生の状況をニュースで知る 

予定していた行事を中止し受講生に帰宅を促す 

災害対策本部の立ち上げ 

今後の対応策について協議 

3月 12日 被災地へお見舞いの電話・電報 

関係団体と今後の連携につて情報交換と連絡 

3月 14日 東日本対策本部の構成メンバーと役割分担の明確化 

・先遣隊の派遣について検討 

・現地入りに必要な物品の購入 

・関連機関との情報交換、連携 

3月 15日 先遣隊メンバーの決定と交渉 

現地入りの方法について情報収集 

・航空券の手配（山形空港⇒仙台へ） 

3月 16日 兵庫県災害ボランティア先遣隊への参加決定 

・メンバーの選出と派遣依頼  

・メンバー5名への派遣依頼と必要物品の準備 

3月 17日～20日 本会の先遣隊の派遣  

・現地情報の収集と支援活動 

・仙台市若林区保健福祉センター 3名派遣 

3月 18日～20日 兵庫県災害ボランティア先遣隊バス５台で出発 

・先遣隊５名がバスで宮城県仙台市へ向かう 

・出発式 

3月 19日 兵庫県災害ボランティア先遣隊 

・東松島町へ到着 

・各班に分かれて現地情報収集と活動 

・避難所での避難者の受け入れ支援 

・被災者への健康支援 

  



月 日 本部の動き・支援活動 

3月 20日 

 

 

 

 

 

兵庫県災害ボランティア先遣隊の帰阪 

・先遣隊 5 名の内 2 名は宮城県に残り、宮城県看護協会

及び避難所 3ケ所を視察 

・今後支援活動で連携する兵庫県医師会のメンバーと合流

する。 

・今後の活動方針の策定 

3月 21日～24日 ・宮城県石巻中学校での診療支援活動開始 

・登録している災害支援ナースに活動可能かどうかの連絡 

3月 23日～ ・災害支援ナース 2名を 3泊 4日で石巻へ派遣開始 

4月 2日～ 

 

兵庫県健康福祉部健康増進課の依頼で気仙沼への派遣決

定 

・災害支援ナース 4名が 9泊 10日で活動（気仙沼） 

・主な支援活動は避難所における健康支援現地看護職への

支援活動 

4月 5日～ ・災害支援ナース 1チーム 2名から 3名へ増員（石巻） 

5月 2日～ ・派遣期間を 4泊 5 日とする（石巻） 

5月 13日～ 気仙沼への移動が新幹線の利用となった 

6月 3日～19日 ・災害支援ナースを 1 チーム 3名から 2名とする（石巻） 

6月 19日 ・石巻中学校の診療所を撤収 撤収に伴い会長他 4 名派

遣 

6月 23日～7月 28日 気仙沼での活動は継続 

・災害支援ナース派遣を 1チーム 4名から 3名にする 

・7月 7日から派遣期間が 8泊 9日となる 

7月 28日～10月 7日 兵庫県OB保健師を災害支援ナースとして派遣 

 1名 8泊 9日間派遣 

10月 28日 災害支援活動終了 

10月 29日 東日本大震災災害対策本部解散 

 


